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障がい者施策に係る制度及び法律の改正に対応し、社会参加の機会の確保や地域社会における

共生、社会的障壁の除去に資するよう、総合的かつ計画的に障がい者施策に取り組むことが求め

られています。 

そこで、本町では平成 30（2018）年３月に策定した「神山町障がい者計画」及び、令和３

（2021）年３月に策定した「神山町第６期がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画」がそれぞ

れ令和 5（2023）年度末をもって計画期間の満了を迎えることから、令和６年度より新たに「神

山町障がい者計画・第７期障がい福祉計画・第３期障がい児福祉計画」。（以下、本計画とします。）

を一体的に策定します。 

本計画は、次の３つの法定計画として位置づけられます。 

障がい者計画は、障がい児・者が障がいの有無によって分け隔てられることなく、相互に人格

と個性を尊重し合いながら共生する社会を実現することできるよう、施策全般に関わる理念や基

本的な目標を定めることを目的に策定するものです。 

障がい福祉計画は、障がい者福祉サービス及び相談支援、地域生活支援事業が計画的に提供さ

れるよう、数値目標やサービス見込量と確保策等を定め、達成に向けて円滑な実施を目的に策定

するものです。 

障がい児福祉計画は、障がい児通所支援及び障がい児相談支援の提供体制の確保やサービス見

込量と確保策等を定めるものであり、第５期計画策定時から障がい福祉計画と一体的に策定して

います。 

本計画は、「障がい者計画」は令和６年度から令和１１年度までの６か年の計画、「第７期障が

い福祉計画・第３期障がい児福祉計画」は令和６年度から令和８年度までの３か年の計画として

策定します。また、国や県などの動向を踏まえ、必要に応じて見直しを行うこととします。 

神山町障がい者計画 前期神山町障がい者計画 
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「全ての国民が、障がいの有無にかかわらず、等しく基本的人権を享有するかけがえのない個

人として尊重されるものであるとの理念にのっとり、全ての国民が障がいの有無によって分け隔

てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会を実現する」という障害

者基本法の考え方や国の第５次障害者基本計画の方向性、徳島県の条例（障がいのある人もない

人も暮らしやすい徳島づくり条例）や本町のまちの基本方針などを踏まえ、「障がいのある人も

ない人も安心して暮らせる共生のまち 神山」を本計画の基本理念とします。 

基本理念を具現化するために、以下の基本目標及び関連施策を定め、取り組んでいきます。 
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